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５
月
を
迎
え
、
元
号
が
令
和
に
代
わ
っ
て
か
ら
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
世
界
に
拡
大

し
、
罹
患
者
や
死
亡
者
が
増
大
し
て
お
り
、
４
月
７
日

に
は
日
本
に
お
い
て
も
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
７
都

府
県
に
改
正
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
16
日
に
は
緊

急
事
態
宣
言
が
全
国
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
本
部
」
を

設
置
し
、国
や
県
か
ら
の
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

引
き
続
き
感
染
予
防
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

不
要
不
急
な
外
出
の
自
粛
、
３
つ
の
密
「
密
閉
空
間
・

密
集
場
所
・
密
接
場
面
」
を
避
け
る
こ
と
や
、
手
洗
い
、

う
が
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
に
努
め
る
こ
と
を
し
っ

か
り
守
り
、
一
人
ひ
と
り
が
罹
患
し
な
い
配
慮
を
切
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
困
難
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
国
や
県
、
町
が
発

信
す
る
情
報
や
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
最
新
の
情
報
を

し
っ
か
り
と
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
落
ち
着
い
た
行
動

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
は
双
葉
町
に
と
っ
て
復
興
に
向
か
っ
て

前
進
す
る
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
３
月
４
日

に
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周
辺
の
一

部
区
域
の
避
難
指
示
解
除
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

内
の
立
入
り
規
制
緩
和
、
３
月
７
日
に
は
常
磐
自
動
車

道
常
磐
双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
、
３
月

14
日
に
は
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
全
線
運
転
再
開
な
ど
復
興
に

向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
と
な
る
４
月
１
日
に
は
い
わ
き
事
務
所
に
お

い
て
職
員
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。
新
た
に
福
島

県
よ
り
徳
永
修
宏
副
町
長
を
迎
え
た
ほ
か
、
新
規
採
用

職
員
９
名
、
農
林
水
産
省
よ
り
１
名
、
福
島
県
よ
り
２

名
の
派
遣
職
員
が
加
わ
り
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
今
年
度
も
引
き
続
き
神
奈
川
県
か
ら
３
名
、
茨
城

県
か
す
み
が
う
ら
市
か
ら
２
名
、
富
山
県
黒
部
市
、
新

潟
県
柏
崎
市
、
福
井
県
敦
賀
市
、
茨
城
県
北
茨
城
市
か

ら
町
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
町
の
復
旧
・
復
興

と
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
支
援
な
ど
の
課
題
解
決
の
た

め
に
９
名
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改

め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

職
員
に
対
し
て
は
、
初
心
を
忘
れ
ず
令
和
４
年
春
頃

の
双
葉
町
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
全
域
の
避
難
指
示

解
除
と
町
民
帰
還
と
い
う
目
標
に
向
け
て
職
員
が
ワ
ン

チ
ー
ム
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
一
人
ひ
と
り

が
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
な
ど
を
訓
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

４
月
６
日
に
は
例
年
よ
り
早
く
サ
ク
ラ
の
花
が
咲
く

中
、
い
わ
き
市
錦
町
の
町
立
学
校
仮
設
校
舎
で
小
・
中

学
校
の
入
学
式
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
防
止
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
小

学
生
５
名
、
中
学
生
７
名
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
入
学

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
の
入
園
式

が
行
わ
れ
、
新
し
く
１
名
の
園
児
が
入
園
し
ま
し
た
。

臨
時
休
校
な
ど
で
久
し
ぶ
り
の
登
校
と
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
校
舎
内
に
響
き
、
一
安
心
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
４
月
13
日
か
ら
５
月
８
日
ま
で
臨
時
休
校
と

し
ま
し
た
。

　

４
月
11
日
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
の
進
出
が

決
ま
っ
て
い
る
岐
阜
県
の
浅
野
撚
糸
株
式
会
社
に
よ

り
、
双
葉
町
と
共
同
開
発
し
た
タ
オ
ル
「
ダ
キ
シ
メ
テ

フ
タ
バ
」が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
県
内
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
等
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
町
民
の
皆

さ
ま
に
も
吸
水
性
、
速
乾
性
に
優
れ
た
タ
オ
ル
を
直
接

手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界

的
ま
ん
延
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
、
復
興
を
目
指
す
双
葉
町
に
と
っ
て
も
少
な
か
ら

ず
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
復
興
へ
の
ス
ピ
ー

ド
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　令和２年３月４日以降、特定復興再生拠点区域及び避難指示解除区域においては、立入通行証
の取得をすることなく立入りすることができるため、不審者等に対する防犯対策として、次のと
おり個別巡回を実施いたしますので、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

特定復興再生拠点区域、避難指示解除区域● 対象区域

令和２年４月１日  ～  令和３年３月３１日● 期　　間

ＡＬＳＯＫ福島株式会社● 実施業者

未解体家屋がある敷地内へ町が委託する下記業者（２人体制）が
立入り、個別巡回を実施いたします。なお、門扉やチェーンなど
で敷地内に立入ることができない場合は、個別巡回は実施いたし
ません。

● 巡回方法

特定復興再生拠点区域及び避難指示解除区域内の特定復興再生拠点区域及び避難指示解除区域内の
家屋への個別巡回の実施について家屋への個別巡回の実施について

【問い合わせ先】 住民生活課　☎０２４６－８４－５２０６

特定復興再生拠点区域及び避難指示解除区域内の
家屋への個別巡回の実施について
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新型コロナウイルス感染症にかかる一般相談（コールセンター）を受け付けています。
（こちらのコールセンターは、ご自身の症状に不安がある場合などの一般的なお問い合わせ窓口です）

福島県 専用相談ダイヤル：０２４－５２１－７８７１

土日祝祭日 午前８時３０分  ～  午後５時１５分

平　日 午前８時３０分  ～  午後９時

に変わりました。
令和２年４月１日から、住民生活課　帰町準備室　の連絡先電話番号が

福島県からのお知らせ福島県からのお知らせ福島県からのお知らせ福島県からのお知らせ福島県からのお知らせ

磐
自
動
車
道
常
磐
双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
供
用
開
始
、
３
月
14
日
に
は
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

が
全
線
運
転
再
開
し
、
双
葉
駅
が
東
西
自
由

通
路
を
兼
ね
備
え
た
新
し
い
駅
舎
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
る
な
ど
、
復
興
へ
向
け
た
光
が
輝

き
を
増
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
流
れ
を
よ
り

確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
改
め

て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

避
難
指
示
解
除
を
実
現
し
た
エ
リ
ア
で
あ
る

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
に
お
け
る
企
業
立

地
の
促
進
や
令
和
４
年
春
頃
を
目
標
と
し
た
居

住
開
始
に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
復
興
に
向

け
て
各
種
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
一
方
で
、

避
難
の
長
期
化
に
よ
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

健
康
、
仕
事
、
暮
ら
し
な
ど
様
々
な
面
で
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
再
建
こ
そ
最
重
要

課
題
で
あ
り
、「
町
民
一
人
一
人
の
復
興
」

と
「
町
の
復
興
」
を
着
実
に
進
展
さ
せ
る
た

め
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
諸
課
題
の
一
つ

一
つ
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
町
の
復

興
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

双
葉
町
の
復
興
の
た
め
、
伊
澤
町
長
の
も

と
、
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
格
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

副
町
長

徳と
く
な
が永　

修の
ぶ
ひ
ろ宏

　

双
葉
町
の
皆
さ
ま
、
本
年
４
月
１
日
付
け

で
、
副
町
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
、
徳
永
修

宏
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
12
年
４
月
に
福
島
県
職
員
に

採
用
以
来
、
相
双
建
設
事
務
所
を
皮
切
り

に
、
農
林
企
画
課
、
財
政
課
、
秘
書
課
、
生

活
環
境
総
務
課
な
ど
に
勤
務
し
、
農
林
水
産

関
係
業
務
の
総
合
企
画
や
東
日
本
大
震
災
以

降
の
県
に
お
け
る
復
興
関
連
予
算
の
編
成
、

知
事
・
副
知
事
の
秘
書
、
県
庁
生
活
環
境
部

内
の
人
事
管
理
な
ど
の
業
務
に
携
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
回
、
双
葉
町
の
副
町

長
と
い
う
重
職
を
拝
命
し
た
わ
け
で
す
が
、

震
災
、
原
発
事
故
か
ら
10
年
目
を
迎
え
る
本

年
３
月
４
日
、
双
葉
町
初
と
な
る
一
部
区
域
の

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、
３
月
７
日
に
は
常

０２４６－８４－５２０６（住民生活課内）☎

3 広報ふたば 令和２年５月



一般会計当初予算規模の推移

令和２年度の当初予算が決まりました

歳
入

　

 

１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入
の
こ
と

自
主
財
源

　

 

町
税
や
手
数
料
な
ど
、
町
が
自
ら

の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

財
源

依
存
財
源

　

 

国
や
県
の
意
思
で
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ

る
財
源

町
税

　

 

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
る
税
金

繰
入
金

　

 

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
基
金
間

な
ど
の
会
計
間
で
移
動
す
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金

　

 

町
が
行
う
特
定
の
目
的
の
事
業
の

た
め
に
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

繰
越
金

　

 

前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
る
お
金

地
方
交
付
税

　

 

全
国
一
律
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
税
の
一
部

を
一
定
の
基
準
に
よ
り
交
付
さ
れ

る
お
金

各
種
交
付
金

　

 

所
得
税
や
自
動
車
取
得
税
な
ど
国

や
県
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金

財
産
収
入

　

 

町
が
持
つ
財
産
を
運
用
し
た
り
売

却
す
る
な
ど
し
て
得
ら
れ
る
お
金

諸
収
入

　

 

雑
入
な
ど
そ
の
他
様
々
な
収
入

使
用
料
及
び
手
数
料

　

 

住
民
票
な
ど
の
交
付
の
た
め
に
手

数
料
と
し
て
支
払
わ
れ
る
お
金

用
語
の
解
説
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会　計 本年度予算額 前年度予算額 差　額 比　較

国民健康保険特別会計 13億4,307万7千円 13億3,342万5千円 965万2千円 0.7%

公有林整備事業特別会計 296万9千円 346万7千円 ▲49万8千円 ▲14.3%

公共下水道事業特別会計 7億1,960万5千円 5億4,201万6千円 1億7,758万9千円 32.8%

介護保険特別会計 10億7,013万4千円 9億8,897万4千円 8,116万円 8.2%

後期高齢者医療特別会計 9,103万6千円 8,228万8千円 874万8千円 10.6%

計 32億2,682万1千円 29億5,017万円 2億7,665万1千円 9.4%

令和２年度双葉町特別会計当初予算

　平成２６年度以降において消費税が
引き上げられたことに伴い、地方消
費税交付金の増収分については、そ
の使途を明確化し、社会保障施策に
要する経費に充てることとされてい
ます。
　令和２年度双葉町一般会計予算に
おける社会保障施策関連経費への充
当は、社会福祉事業１,７６４万６千円、
社会保険事業１,６３９万８千円、保健
衛生事業７７２万４千円の予定となっ
ております。

地方消費税交付金（社会保障財源分）の
使途について

　一般会計当初予算額は前年度対比１８億６千万円（６.１％）減の２８６億４千万円とな
りました。
　国民健康保険特別会計などの５特別会計の予算額が３２億２,６８２万１千円となり、
一般会計と特別会計の総額は、３１８億６,６８２万１千円となりました。
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主要事業について

常磐自動車道追加インターチェンジ整備事業
…………………………………１６億９,９９９万８千円

中田・観音堂線整備事業 …………

前田・長塚線整備事業 …………………

役場新庁舎検討事業 ………………

公衆無線ＬＡＮ環境整備事業 …………

生活サポート補助金事業 …………

双葉町次世代支援補助金事業 …………

コミュニティ支援バス運行事業 …

就園就学援助 ………………………

８億１,０８０万円

２,４５０万円

１,１５６万４千円

４,３８１万６千円

行政区総会開催助成金事業 ………………

敬老会事業 ……………………………

１１９万円

４２６万７千円

高齢者等サポート拠点設置事業 …

総合健康診査業務 …………………

予防接種業務 ………………………

尿による内部被ばく検査業務 ………

甲状腺検査業務 ………………………

８,０３１万２千円

２,９１８万８千円

１,９２８万９千円

３１０万２千円

１５５万３千円

インフラ整備

生活支援

交流支援

健康・福祉

町民交流施設運営事業 ……………

集まれふたばっ子事業 ……………………

３,２３６万１千円

６０２万円

２億６,０００万円

６,４００万円

４,０４９万１千円

１,３２０万円
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中野地区復興産業拠点整備事業
………………………………… ５１億３,５４０万３千円

双葉駅西地区住宅団地等整備事業
…………………………………２８億８,４３３万７千円

双葉駅西地区公営住宅整備事業
……………………………………２７億３,３３４万円

産業交流センター整備事業 …１５億５,６４３万３千円

双葉駅自由通路等整備事業 …４億３,９１５万７千円

双葉町内防犯・防災パトロール事業
………………………………………３億５,７００万円

営農再開支援水利施設等保全事業
…………………………………１億１,３７０万２千円

産業交流センター維持運営事業
…………………………………１億５,３８５万５千円

双葉町の祭り・イベント事業補助金
…………………………………………５２５万８千円

中野地区・駅西地区拠点整備 防犯防災・鳥獣被害対策

農林業・商工

令和２年度

公共交通運行事業 ………………………５,２００万円

帰還困難区域伐木除草事業 ……

有害鳥獣被害対策事業 ……………

３億１４９万２千円

１,０１５万１千円

営農再開促進事業 …………………７,３４５万９千円

企業誘致推進事業 …………………４,９７２万６千円

防犯・防災総合システム事業
…………………………………２億７,３０８万６千円
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【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係　☎０２４６－８４－５２０５

双葉町いわき事務所
☎０２４６－８４－５２００（代）

新型コロナウイルス感染症「緊急事態宣言」が全国に発令
～ なお一層の感染予防対策を‼ ～

予防対策は？

新型コロナウイルス感染症とは？

１

２

飛沫感染 …

接触感染 …

感染者の咳やくしゃみ、つばなどのしぶきと一緒にウイルスが飛び、吸
い込んだ人が感染。（学校、満員電車、劇場などの人が多く集まる場所）

感染者が咳やくしゃみを手で押さえ、その手で触れた物にウイルスが付
く。別の人がそれを触りウイルスが手に付き、その手で鼻や口を触り粘
膜から感染。（ドアノブ、つり革、スイッチなど）

どのように感染するの？

　過去、ヒトで感染が確認されていなかった新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ－１９）が
原因と考えられる感染症です。

一人ひとりの行動がみんなの命を救います

双葉町として新型コロナウイルス感染症の
拡大予防に関する取り組み

　その他、支所や連絡所
でも執務スペースの定期
的な換気、窓口周辺の定
期的な除菌等を行ってい
ます。

　各種証明書等について
は、郵送により請求手続
きを行えるものもありま
す。まずは担当課へお問
い合わせください。

体温測定
※令和２年４月１７日現在

　いわき事務所では来庁された
皆さまの体温測定を行っていま
す。非接触式体温計をおでこに
向ける簡単なものです。

　いわき事務所窓口に飛沫感染
対策として、パーテーションを
設置しております。

パーテーション

・３つの密（密閉・密集・密接）を避ける
・不要・不急の外出を控える
・こまめにしっかりと手洗い、うがいをする
・ 十分な睡眠とバランスの良い食事を心がけて、免疫力を高める
・咳エチケットを徹底する
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職　名 氏　　名 転出先等
校　　長 泉田　   淳 退職
教　　諭 佐々木裕太 三春町立三春小学校へ転任

双葉町立小・中学校教職員の双葉町立小・中学校教職員の
人事異動のお知らせ人事異動のお知らせ

　双葉町立小・中学校の先生方の人事異動が
ありましたので、お知らせいたします。
　長年、本町の学校教育及び教育行政にご尽
力いただきましたことに対しまして心より感
謝申し上げます。

　人事異動により、令和２年度の双葉町立幼稚園、
小・中学校教職員が次のように配置されましたので
お知らせいたします。

職　名 氏　　名 転出先等
教　　頭 廣居　　亮 福島県教育庁相双教育事務所へ転任
教　　諭 星　　千尋 退職

職　名 氏　　名 備　　考
園　　長 堀内　弘志
副　園　長 佐藤　大志
主任教諭 吉津　望美
副主任教諭 山田　綾子

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 松本美穂子
教　　頭 佐藤　大志 ふたば幼稚園副園長兼務
教　　諭 大井　祐子
教　　諭 吉田　智子
教　　諭 今泉　好子 浪江町立なみえ創成小学校より転任
教　　諭 菅原かおり 須賀川市立須賀川第一小学校より転任
講　　師 伊達　香織
養護教諭 猪狩　優子
英語指導助手 フィリップ　ジェリーマン

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 松本美穂子 双葉南小学校長兼務
教　　頭 日下雄一郎 南相馬市立高平小学校より転任
教　　諭 髙野　正美
教　　諭 山野辺紋子
教　　諭 長谷川　俊
教　　諭 星　安璃彩 福島県立郡山支援学校より転任
養護教諭 永山　有美
副　主　査 小沼　綾奈
栄養技師 安瀬　英未
特別支援教育
非常勤講師 添田久美子

教育支援員 鈴木　未央
教育支援員 吉田亜希子

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 西丸　　賢
教　　頭 柳沼　敏文
教　　諭 伊藤　要子
教　　諭 小泉　尚久
教　　諭 蓬田　信裕
教　　諭 菅野知加子 広野町立広野中学校より転任
教　　諭 長埜　一弘 楢葉町立楢葉中学校より転任
教　　諭 宮下絵里子 本宮市立白沢中学校より転任
教　　諭 室井　知美 新採用
教　　諭 猪井　紀寿 新採用
主　　査 遠藤美保子
英語指導助手 アンソニー　バラード

職　名 氏　　名 備　考
スクール
カウンセラー 比佐　淳一

用  務  員 菊地　　安
給食運搬
補助員 豊田　史子

職　名 氏　　名 転出先等
教　　諭 畑中　　豊 いわき市立内郷第一中学校へ転任
教　　諭 小野美佳子 広野町立広野中学校へ転任
教　　諭 小泉　久枝 いわき市立田人中学校へ転任
教　　諭 原田　　聡 新地町立尚英中学校へ転任

＜双葉南小学校から退職・転出される先生方＞

＜双葉北小学校から退職・転出される先生方＞

＜ふたば幼稚園＞

＜双葉南小学校＞

＜双葉北小学校＞

＜双葉中学校＞

＜１園３校共通＞

＜双葉中学校から転出される先生方＞敬称略 敬称略

敬称略

双葉町立小・中学校教職員の
人事異動のお知らせ

双葉町立幼稚園・小・中学校教職員双葉町立幼稚園・小・中学校教職員令和２年度令和２年度 双葉町立幼稚園・小・中学校教職員令和２年度
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　令和２年度がスタートいたしましたが、新型コロナウイルス感染症予防対
策のため、子どもたちの安全・安心を第一に考え、町立学校は５月８日（金）
まで臨時休業の措置をとりました。学校からの課題学習を基本として、タブ
レットによる健康観察やオンライン授業の試みも進めてまいります。一日も
早く通常の学校生活が行えるよう、みんなで自覚・協力してこの非常事態を
乗り越えましょう。

▲ 新入生入場

▲ 誓いのことば ▲ 教科書並びに祝品授与▲ 在校生による歓迎のことば

　４月６日、町立小・中学校合同入学式が町立学校仮設校舎体育館で挙行されました。
　新入生は保護者、教職員、来賓、在校生代表が見守る中入場、国歌斉唱に続き、大きな声で呼名を
受けました。今年の新入生は南小学校が５人、中学校が７人で、松本美穂子南・北小学校長は「挨拶
をきちんとして、友達と仲良く過ごし、可能性を切り拓き夢に向かって前進できる学校生活を送って
ください」と式辞を述べました。続いて　下明夫教育委員会教育長が教育委員会告辞を行い、伊澤史
朗町長、佐々木清一町議会議長が祝辞を述べました。
　歓迎のことばでは小学校在校生を代表して野村花音さんが「これからみんなで力を合わせて楽しむ
行事がたくさんあります。困ったことがあったら何でも聞いてください」と新入生を歓迎し、中学生
在校生を代表して渡部颯斗さんが「双葉の中学校では先輩と後輩の結びつきが強く、他ではできない
体験をすることができます。中学校は小学校の半分しか通わないのであっという間に時間が過ぎてし
まいます。自ら学び夢中になれるものを探してください」と新入生を激励しました。誓いのことばで
は、新入生を代表して中学生の廣内絆さんが双葉中学校の伝統を守ることを誓いました。
　今年度の町立学校は南小学校児童が１５人、北小学校児童が１５人、双葉中学校の生徒が１２人の
計４２人で新年度がスタートしました。

ご入学おめでとうございますご入学おめでとうございます 町立小・中学校入学式町立小・中学校入学式町立小・中学校入学式ご入学おめでとうございます

双葉町教育委員会教育長

～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～
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　４月６日、町立学校の入学式のあと、同敷地内のふたば
幼稚園で入園式が行われました。
　新入園児が保護者と一緒に入場し、在園児、教職員、来
賓が拍手で迎えました。新入園児は担任の先生から名前を
呼ばれると元気に返事をしていました。堀内園長の式辞に
続いて、　　下明夫教育委員会教育長の教育委員会告辞、伊
澤史朗町長、佐々木清一町議会議長が祝辞を述べ、新入園
児は教職員や来賓と、元気にあいさつをしてふたば幼稚園
に通うことを約束しました。
　新入園児は３歳児が１人で、在園児を合わせると５人で
今年度の園生活がスタートしました。

ご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございます

　双葉町では、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故により被災した保護者
の皆さまの経済的負担軽減のため、お子さんを幼稚園等に就園させている保護者の方に対して、
入園料と保育料および給食費と教材費の一部について補助を行います。

※ 満３歳児保育も対象となりますが、誕生日の月から補助対象となります。下記問い合わせ先ま
でご連絡の上、資料の請求をお願いいたします。

※ 対象となる可能性のある方全員に、６月以降個別に通知しますので、しばらくお待ちください。

１： 公立幼稚園、私立幼稚園、幼稚園型認定こども園（ただし、１号認定のみ対象）に通園
している園児の保護者

２： １の園児及び保護者は、令和２年 ４月 １日現在双葉町に住民登録をしていること

次の要件をすべて満たしている方

補助の対象となる方

双葉町幼稚園就園奨励費および給食費等補助制度について双葉町幼稚園就園奨励費および給食費等補助制度について

【問い合わせ先】　双葉町教育委員会　教育総務課　☎０２４６－８４－５２１０

双葉町幼稚園就園奨励費および給食費等補助制度について
令和２年度令和２年度

▲

 
園
長
先
生
の
お
は
な
し

令和２年度
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令和 2 年度　町税の免除、減免等について

○対象税目

○個人町県民税（個人住民税）

○法人町民税
個人町県民税、法人町民税、固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税

　双葉町では、東日本大震災及び原子力災害を受けた納税義務者等の納付すべき令和２年度の各
税目について、次のとおり免除・減免をいたします。

　東日本大震災及び原子力災害により休業等と
なった法人について、休業届の提出があった法人
（令和２年１月から１２月までに決算期を迎える
法人に限る。）…… 均等割相当額の全額減免 

※ 家屋被害認定調査の判定結果による、平成２３～３０年
度分に遡っての納付済町県民税の税額（減免割合）変更
（還付）はこれまでどおり行います。
※ 1　 この表における目安の給与収入とは、給与所得以外の

所得がない場合の金額です。

令和元年（平成 31年）中の所得により、下表のとおり減免とな
ります。※所得による減免は平成 31年度と変更ありません。

　なお、居住住宅の損壊の程度による減免は平成３１年
度分より適用されません。今年度も所得要件のみで減免
の割合が決定されます。なお、合計所得金額は総合課税
分及び分離課税分の合計、特に分離譲渡所得については
特別控除前の額が合算されます。

令和元年（平成３１年）中の合計所得金額
（目安の給与収入※１） 減免の割合

５００万円以下（６８８万円） １０分の１０

５００万円を超え７５０万円以下
（６８８万円～９６６万円） １０分の５

７５０万円を超え１０００万円以下
（９６６万円～１２２０万円） 　４分の１

１０００万円超（１２２０万円～） １０分の１

☎  ０２４６－８４－５２０４
【問い合わせ先】
戸籍税務課

○固定資産税
○ 土地、家屋に係るもの（町長が指定する区域に
　あるもの）…… 全額減免
○ 償却資産に係るもの（原子力災害により事業の
　用に供することができないもの）
　…… 申請により減免

○軽自動車税
○ 令和２年４月１日現在で、帰還困難区域に放置
　された、原動機付自転車、小型特殊自動車
　…… 当初より全額減免
○ 軽四輪車、二輪の小型自動車 
　…… 申請により全額減免

○国民健康保険税
被保険者全世帯………全額減免

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４

　出力が停止される帳票

　停止期間※

住民票の写し、印鑑証明書、戸籍の全部事項証明書（戸籍謄本）、戸籍の個人
事項証明書（戸籍抄本）、戸籍の附票の写し、所得・課税証明書

令和２年５月２日（土）から５月６日（水）の終日

次のすべての帳票
コンビニ交付サービスのサービス提供再開は、５月７日（木）６時３０分からです。

※ コンビニエンスストア等における証明書等の自動交付サービスの利用可能時間は６時３０分から
２３時００分までです。

　コンビニエンスストア等におけるマイナンバーカードを利用した住民票などの
各種証明書の自動交付サービスについて、システムメンテナンスのため、次の期
間中は、証明書の発行ができませんのでご注意ください。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

コンビニエンスストア等における住民票などのコンビニエンスストア等における住民票などの
各種証明書の自動交付サービスの一時停止について各種証明書の自動交付サービスの一時停止について

コンビニエンスストア等における住民票などの
各種証明書の自動交付サービスの一時停止について
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　令和２年度の軽自動車納税通知書を発送いたしましたので、お手元に届きましたら車両番号な
どの内容をご確認ください。
　現金により納付される方は、コンビニエンスストアで納付できます。なお、納期限は６月１日
（月）です。

※ 令和２年４月１日現在、帰還困難区域内に放置された車両については、減免の対象となります。
該当する方には、「軽自動車減免申請書」を送付いたしますので、いわき事務所戸籍税務課まで
お問い合わせください。

※ 減免となった車両については、事務処理後に納税証明書を送付いたします。車検期間が間近になっ
ている場合は、お早目にご連絡ください。

※ 平成２３年３月１２日以降に登録された車両を除く原付二輪・農耕用車両などの「双葉町」ナンバー
及び２５０ＣＣ以下のバイクについては、すでに減免として取り扱っております。

【減免について】

　自動車税種別割は、毎年４月１日午前零時現在で車検証上の所有者
（割賦販売の場合は使用者）に課税されます。
　令和２年度自動車税種別割の納税通知書は、５月８日（金）に発送
する予定ですので、６月 1 日（月）の納期限までに忘れずに納付して
ください。
　なお、避難先等へ郵便物の転送を希望される方は、最寄りの郵便局
へ「転居届」の提出をお願いします。

【問い合わせ先】　相双地方振興局　県税部課税課　☎０２４４－２６－１１２７

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４

令和２年度令和２年度　自動車税種別割の定期課税のお知らせ自動車税種別割の定期課税のお知らせ

納期限は納期限は
６月１日６月１日
（月）です（月）です

納期限は
６月１日
（月）です

令和２年度令和２年度　軽自動車納税通知書について軽自動車納税通知書について令和２年度　軽自動車納税通知書について

令和２年度　自動車税種別割の定期課税のお知らせ

山本　一弥さん
（いわき市在住・石熊）

【連絡先】 山本　一弥 ☎０９０－４８８４－０７５３
福島行政監視行政相談センター ☎０２４－５３４－１１０１

　 総務省では、双葉町を担当する行政相談委員として、山本一弥さ
んを委嘱しております。

●

福島さわやか行政相談キャンペーン 【５月１日～３１日】

　 行政相談委員は、総務大臣が委嘱した有識者で、地域住民の皆さ
んから国の行政全般に関する意見・要望を受け付け、皆さんと関
係行政機関等との間に立って、その解決を促進するよう相談に応
じています。

●

　 ５月１日（金）から３１日（日）までの１カ月間は「福島さわやか
行政相談キャンペーン」期間です。

●
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町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
で
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。（  

）内
は
旧
職
名
等
で
す
。

町
職
員
の
人
事
異
動

長
補
佐
兼
商
工
労
政
係
長
）

▽ 

住
民
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活
課
・
課
長
補
佐
兼
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活
環
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係
長
兼
帰
町
準
備
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査
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政
管
理

係
長
）
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・
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兼
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長
兼
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興
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設
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任
技
査
兼
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係
長
）

▽ 

復
興
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長
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佐
兼
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係
長　
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兼
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長
）
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活
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長
（
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兼
生
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係
長
（
郡
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所
））

▽ 

総
務
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・
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任
主
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政
管
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係
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平
（
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兼
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介
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係
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▽ 

戸
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務
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・
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係
長　
　
　
　

高
村
和
行
（
戸
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務
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主
査
）

▽ 

教
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総
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・
学
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子
（
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務
課
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▽ 
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課
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係
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主
査
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復
興
推
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課
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弘
（
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康
福
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介
護
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美
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（
健
康
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主
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建
設
課
・
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井
上
裕
智
（
建
設
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主
査
）
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健
師
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健
師
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課
兼
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建
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主
査 

相
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允
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（
総
務
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・
主
査
）

▽ 

住
民
生
活
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・
主
査　

箭
内
香
（
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納
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・
主
査
）

◆
昇
格
・
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異
動

▽ 

参
事
兼
総
務
課
長
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
所
長　

平
岩
邦
弘
（
総

務
課
長
）

▽ 

農
業
振
興
課
長　

志
賀
睦
（
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業
課

長
兼
コ
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ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
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ー
所
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）

▽ 

復
興
推
進
課
長
兼
産
業
交
流
セ
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タ
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所
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大
浦
富
男
（
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興
推
進

課
長
）

▽ 

会
計
管
理
者　

朝
田
幸
伸
（
生
活
支

援
課
長
）

▽ 

生
活
支
援
課
長　

相
楽
定
徳
（
戸
籍

税
務
課
・
課
長
補
佐
兼
管
理
徴
収
係

長
）

▽ 

生
活
支
援
課
・
主
幹
兼
埼
玉
支
所
長 

愛
沢
隆
志
（
生
活
支
援
課
・
課
長
補

佐
兼
総
務
係
長
）

▽ 

教
育
総
務
課
・
課
長
補
佐
兼
総
務
係

長　

大
浦
寿
子
（
教
育
総
務
課
・
課
長

補
佐
兼
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係
長
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
・
課
長
補
佐
兼
管
理
徴

収
係
長　

中
里
俊
勝
（
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課

・
課
長
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佐
兼
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係
長
）

▽ 

農
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課
長
補
佐
兼
農
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係
長　

志
賀
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課
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主
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樹
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）
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主
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）

▽ 

総
務
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・
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哲
（
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主
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）

▽ 

健
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課
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査　
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▽ 
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）
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補

佐
兼
生
活
環
境
係
長
）

▽
西
頼
子
（
総
務
課
・
主
査
）

▽
小
林
達
也
（
教
育
総
務
課
・
副
主
査
）

▽ 

守
家
智
文
（
生
活
支
援
課
・
技
能
員

（
埼
玉
支
所
））

＜

任
期
付
職
員＞

▽
植
田
聡
（
建
設
課
・
専
門
員
）

◆
派
遣
期
間
の
満
了

＜

福
島
県
教
育
委
員
会
派
遣
職
員＞

▽ 

横
田
裕
之
（
教
育
総
務
課
・
主
幹
兼

指
導
主
事
）

＜

福
島
県
派
遣
職
員＞

▽
大
渕
晋
助
（
復
興
推
進
課
・
主
幹
）

▽ 

佐
藤
佳
恭
（
建
設
課
・
主
査
）（
人

事
交
流
）

▽ 

後
藤
秀
文
（
建
設
課
・
技
査
）（
任

期
付
）

＜

市
町
村
派
遣
支
援
職
員＞

▽ 

春
川
信
二
〔
新
潟
県
柏
崎
市
〕（
建

設
課
（
復
興
推
進
課
兼
務
））

▽ 

中
山
尚
美
〔
富
山
県
黒
部
市
〕（
秘

書
広
報
課
）

▽ 

平
智
昭
〔
茨
城
県
石
岡
市
〕（
住
民

生
活
課
）

◆
特
別
職

▽
副
町
長　

徳
永
修
宏

◆
新
規
採
用
職
員

▽
復
興
推
進
課　

四
家
千
里　

▽
教
育
総
務
課　

志
賀
村
哲
平　

▽
住
民
生
活
課　

柴
崎
裕
史　

▽
戸
籍
税
務
課　

佐
藤
麻
代　

▽
健
康
福
祉
課　

松
本
多
恵
子　

▽
教
育
総
務
課　

星
洋
和　

▽
健
康
福
祉
課　

井
戸
川
雄
太
郎　

▽
健
康
福
祉
課　

菅
野
理
絵　

▽
建
設
課　
　
　

遠
藤
竜
二
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職 員 紹 介職 員 紹 介職 員 紹 介

農林水産省・東北
農政局応援職員

橋本　弘

市町村等派遣支援職員市町村等派遣支援職員

新規採用職員

星　洋和

福島県教育委員会
派遣職員

安田　幸夫

新規採用職員

遠藤　竜二

新規採用職員

菅野　理絵

新規採用職員

井戸川　雄太郎

新規採用職員新規採用職員新規採用職員 新規採用職員 新規採用職員

四家　千里松本　多恵子 佐藤　麻代 柴崎　裕史 志賀村　哲平

前田　健次郎
（ 神奈川県 ）

松永　善行
（ 神奈川県 ）

福島県派遣職員市町村等派遣支援職員市町村等派遣支援職員市町村等派遣支援職員 福島県派遣職員

武藤　晶子吉田　有朋原　竜也
（ 新潟県柏崎市 ）

大坂　知也
（ 富山県黒部市 ）

樽見　卓弥
（ 茨城県かすみがうら市 ）
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　４月１日、伊澤史朗町長から３人に委嘱状が交付されました。
　今後、復興支援員（ふたさぽ）が新たに加わった場合は、広報ふたばやコミュニティ
情報紙ふたばのわでお知らせします。

・コミュニティ情報紙ふたばのわ
・ニュースふたば（動画）
・ありがとうメッセージ（動画）
・伝統芸能保存プロジェクト（動画等）
・双葉町グローバル配信（動画）

・ 避難先でのコミュニティを中心に町民の皆さま
が集まる場で取材させていただき、広報物の制
作を行います。

・ 町民交流施設等でのイベントを通じて、幅広

　取材先でご協力いただ
いたアンケートの結果を
もとに、ニュースふたば
が令和２年５月から新し
くなりました。
　アンケートにご協力い
ただいた皆さま、ありが
とうございました。

　今年度、双葉町復興支援員を５名追加募集いた
します。詳しくは下記までお問い合わせください。

双葉町の復興支援員（ふたさぽ）を紹介します

復興支援員の活動内容

令和２年度

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

☎０２４６－８４－５２００（代）

☎０２４６－８４－５２０２　　　　

生活支援課

秘書広報課

▲ 木幡友紀恵 ▲ 西元美紀子 ▲ 宮本真澄

【採用担当　苅部】

主な広報物

【受付】
☎０８０－２８３９－９３４５

平日　午前８時３０分 ～ 午後５時１５分

広報支援

コミュニティ支援

ニュースふたばがリニューアル

温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます* * * * * *
　４月６日、いわき事務所にて勝山工業（株）か

らの寄贈目録贈呈式が行われました。

　寄贈は東邦銀行の「とうほう・ふるさと総活躍

応援私募債」を利用して行われ、勝山工業（株）

から双葉町へ、テーブル５台といす１４脚が寄贈

されました。

　寄贈いただきましたテーブルといすは、新しく

なった双葉駅に隣接する旧駅舎に配置し、来訪者

に休憩スペースとしてご利用いただいております。

旧駅舎のご利用時間は、午前９時から午後４時までです。
休憩所としてどなたでもご利用いただけます。

温かいご支援をありがとうございます

い年齢層の方とコミュニケー
ションをとりながら、皆さま
に必要なコミュニティ支援の
あり方を一緒に考えます。

新
し
い
ニ
ュ
ー
ス

ふ
た
ば
の
紹
介
動
画

▲
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　「健康寿命」とは心身ともに健康で介護等を必要とせず、日常生活に制限なく自立して生活
できる期間のことです。平均寿命と健康寿命との間には、およそ１０年の差があります。健康
寿命を延ばすことで、自分らしく過ごせる人生の期間が長くなります。

　健康寿命を延ばすには、要支援・要介護状態になるリスクを減らすことが大切です。要支援・
要介護を引き起こす主な原因は、認知症や脳血管疾患、骨折、転倒等の関節疾患が大きな割合
を占めます。これらの疾患は高齢者だけの問題に思われがちですが、若いころからの運動不足、
不摂生な食生活の積み重ねがリスクを高めます。手遅れになる前に生活習慣を見直し、将来の
病気や介護のリスクを減らしましょう。

　「フレイル」とは加齢に伴って心と体の働きが弱くなってきた状態をいい、要介護状態にな
る前段階と位置付けられています。フレイルになるリスクを簡単に調べられる「イレブン・
チェック」でフレイルの兆候を把握し予防に取り組みましょう。

　それぞれの質問に対して、当てはまると思うほうにチェックをしてください。右の欄に
当てはまる項目が 6 つ以上になるとフレイルのリスクが高まります。
　質問①②で右の欄に該当していると、食生活への意識が足りていない可能性があり、質問③～⑪
で右の欄に 5つ以上該当していると、筋力が衰えたり、健康に心配がある可能性があります。

　フレイルは予防できるといわれています。家族やお友達との時間をつくり、楽しく、
元気に予防に取り組みましょう

① ほぼ同じ年齢の同性と比較して、健康に気をつけた食事を心がけている はい いいえ

② 野菜料理と主菜（肉・魚）を両方とも毎日２回以上食べている はい いいえ

③「さきいか」「たくあん」くらいの硬さの食品を普通に噛み切れる はい いいえ

④ お茶や汁物でむせることがある いいえ はい

⑤ １回３０分以上の汗をかく運動を週２日以上、１年以上実施している はい いいえ

⑥ 日常生活において歩行または同等の身体活動を１日１時間以上実施している はい いいえ

⑦ ほぼ同じ年齢の同性と比較して、歩く速度が速いと思う はい いいえ

⑧ 昨年と比べて外出の回数が減った いいえ はい

⑧ １日１回以上は、誰かと一緒に食事をしている はい いいえ

⑩ 自分は活気にあふれていると思う はい いいえ

⑪ 最近、物忘れが気になる いいえ はい

健康寿命とは

健康寿命を延ばすために

　１日３食バランスの良い食事 　運動と生活活動を増やす 　社会とのつながりをもつ

【問い合わせ先】 健康福祉課 ☎０２４６－８４－５２０５

健康寿命を延ばしましょう！健康寿命を延ばしましょう！

参考：厚生労働省「生活習慣病予防のための健康情報サイト」「フレイル予防を通した健康長寿の町づくり」
　　　健康・体力づくり事業財団「運動で未来をつくる！健康寿命をのばすために」

フレイルの兆候チェック

健康寿命を延ばしましょう！
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　新型コロナウイルスなどの感染症に感染した方やその疑いのある方などがご家庭にい
らっしゃる場合、鼻水等が付着したマスクやティッシュ等のごみを捨てる際は、以下の
『ごみの捨て方』に沿って、「ごみに直接触れない」「ごみ袋はしっかりしばって封をする」
そして「ごみを捨てた後は手を洗う」ことを心がけましょう。

『ごみの捨て方』に沿って実施いただくことにより、ご家族だけでなく、皆さまが出したごみを扱う市町村の職員や
廃棄物処理業者の方にとっても、新型コロナウイルスやインフルエンザウイルスなどの感染症対策として有効です。

① ごみ箱にごみ袋をかぶせます。
いっぱいになる前に早めに②のと
おりごみ袋をしばって封をしま
しょう。

③ ごみを捨てた後は石鹸を使っ
て、流水で手をよく洗いま
しょう。

② マスク等のごみに直接触れること
がないようしっかりしばります。

※ 万一、ごみが袋の外に触れた場合は、
二重にごみ袋に入れてください。

ごみを捨てる際は自治体のルールに従うとともに、ポイ捨ては絶対にやめ
ましょう。使用済みのマスク等のごみを捨てる際にも、『ごみの捨て方』
を参考に、「ごみに直接触れない」「ごみ袋はしっかりしばって封をする」
そして「ごみを捨てた後は手を洗う」ことに注意しましょう。

新型コロナウイルスなどの感染症対策としての
ご家庭でのマスク等の捨て方

とお知らせしましたが、正しくは です。お詫びして訂正いたします。

環境省公式ＨＰ

予防接種の種類（時期） 対象者

おたふくかぜ
（通年）

１歳以上

予防接種の種類（時期） 対象者

おたふくかぜ
（通年）

満１歳～就学前で、おたふく
かぜに罹ったことがない小児

【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係 ☎ ０２４６－８４－５２０５

　

２
月
17
日
、
18
日
、
い
わ
き
市
の
ホ
テ

ル
花
天
に
お
い
て
、
中
田
行
政
区
の
総
会

及
び
交
流
会
を
開
催
し
、
県
内
外
よ
り
11

人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
16
時
よ
り
開
会
し
、区
長
の
挨
拶
、

収
支
決
算
報
告
を
行
い
、
各
議
案
は
全
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
本
年
度
は
役
員
改

選
期
で
す
が
、
区
長
及
び
現
役
員
の
再
任
が

決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
行
政
区
内
の
検
討
事

項
も
あ
り
、
前
期
よ
り
発
足
し
た
検
討
委
員

会
の
委
員
全
員
が
再
任
さ
れ
、
今
後
も
諸

問
題
に
取
り
組
む
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
18
時
よ
り
開
催
し
、
伊
澤
史

朗
町
長
と
金
田
勇
副
町
長
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
伊
澤
町
長
よ
り
町
の
現
況

及
び
将
来
の
計
画
等
の
説
明
を
受
け
、
私

た
ち
も
少
し
で
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。
ま
た
金
田
副
町
長

は
４
月
よ
り
県
に
復
帰
さ
れ
、
益
々
の
ご

活
躍
と
、
双
葉
町
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
田
地
区
も
家
屋
の
解
体
が
進
み
更
地

が
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。
３
月
４
日
か
ら

の
立
入
規
制
緩
和
に
よ
り
一
時
帰
宅
も
増

え
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
区
住
民
の
集
ま

り
や
す
い
総
会
、
交
流
会
は
大
事
で
す
。

　

今
回
の
交
流
会
は
伊
澤
町
長
、
金
田
副

町
長
も
出
席
さ
れ
地
区
住
民
と
酒
を
酌
み

交
わ
し
、
打
ち
解
け
て
有
意
義
で
盛
況
の

う
ち
に
終
わ
り
、
参
加
者
か
ら
は
来
年
も

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
翌
朝
に
来
年

も
一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
、
お
互
い
に
元
気
で
再
会
す
る

こ
と
を
約
束
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

総
会
・
交
流
会

中
田
行
政
区

誤

正

正

広報ふたば令和２年４月号の１５ページの記載に誤りがありました。
訂正してお詫びいたします。

広報ふたば令和２年４月号Ｐ１９掲載の「小児の任意予防接種の接種費用の助成」
のお知らせの一部訂正

ごみの捨て方
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【問い合わせ先】 秘書広報課 ☎ ０２４６－８４－５２０２

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を
募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか？

令和２年６月２２日（月）から７月１日（水）まで
○受験申込受付期間

令和２年９月６日（日）
○第１次試験日

受験申込みはインターネット申込みとする。
国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ
（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

○受験申込方法

平成２９年度平成２９年度

【試験に関するお問い合わせ先】

いわき・まごころ双葉会
会長　石田　翼

役員一同

国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ
２０２０年度

仙台国税局人事第二課試験研修係 内線３２３６☎０２２－２６３－１１１１
人事院東北事務局 ☎０２２－２２１－２０２２

１． 令和２年４月１日において高校卒業後
３年を経過していない者及び令和３年
３月までに高校を卒業する見込みの者

○受験資格

２． 人事院が１に掲げる者に準ずると認め
る者

　新型コロナウイルス感染症の感染リスクの回避のために、会員の
皆さまに郵送でお送りしていた総会資料内容に関し、４月１０日の
期限までに、異議・質疑等は、ありませんでした。
　よって、承認をいただいたものとし、新年度活動執行に移行いた
します。
　なお、新年度活動計画は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
の推移により、中止、大幅な変更等を余儀なくされる事が予想され
ますので、ご理解をお願い申し上げます。

いわき・まごころ双葉会　会員の皆さまへ
総会資料内容の承認が成立しました。総会資料内容の承認が成立しました。総会資料内容の承認が成立しました。

放 送 局

放送日時

　双葉町の情報をお伝えするＦＭラジオを今年度も放送します。

　放送エリアはいわき市内ですが、インターネットで全国どこからでも視聴できます。

　収録は電話で行いますので、自宅で収録を行うことができます。

　延期になった総会や交流会などのお知らせ等にもご活用いただけますので、出演を検討いた

だける方は下記問い合わせ先までご連絡ください。

ＳＥＡ　ＷＡＶＥ　ＦＭいわき　（周波数）７６.２MHz

毎週土曜日　１２時１５分  ～ １２時３０分（１５分）
（再放送　毎週土曜日　１８時１５分～１８時３０分）

ＦＭ放送ＦＭ放送　“双葉町情報“双葉町情報　ＦＭいわき発”に出演しませんかＦＭいわき発”に出演しませんかＦＭ放送ＦＭ放送　“双葉町情報“双葉町情報　ＦＭいわき発”に出演しませんかＦＭいわき発”に出演しませんかＦＭ放送　“双葉町情報　ＦＭいわき発”に出演しませんか

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
用 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

▲
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福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～環 境 省

　 門扉、車庫、物置
などは必ず施錠す
ること。

　 夜間でも建物の周囲
の照明を点灯して明
るくすること。

　 日頃からご近所同士のあいさつ、声掛けを行い、地域全体で放火され
にくい環境をつくる。

　 家の周囲は常に整理
整頓し、燃えやすい
ものは置かないこと。

　 資源分別やゴミは夜
に出さず、収集日の
朝に出す。

消防署からのお知らせ

放 火 防 止 の ５ つ の ポ イ ン ト

　放火は、人が意図的に火を着けることによって発生することから、未然に防
ぐことは難しいと思われがちですが、傾向を知ることで対策が可能です。
　放火犯に隙を見せないためにも、今すぐ放火防止対策に取り組みましょう！

放 火 の 傾 向 に つ い て

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

放火されない、放火
させない環境づくり

２０２０年度　全国統一防火標語 【その火事を　防ぐあなたに　金メダル】

１ 時　間 …… 深夜から未明にかけて、人目が少ない時間帯に発生する。

１ ２

５

３ ４

２ 場　所 …… 建物の周囲、ごみ置き場、倉庫や物置、共同住宅の階段、踊り場等の共用部分など、
外部から侵入しやすく、人気のない暗がりでの放火が目立ちます。

３ 着火物 …… 枯草、紙くず等の可燃ごみ、平積みされた新聞紙や雑誌、バイクカバー等、放置され
ている燃えやすいものに着火されています。

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視
空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

４月２９日～５月６日までの期間は、輸送を休止いたします。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３
（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

◇輸送について

◇環境安全委員会について

・２０１９年度は、1,010,346㎥搬入しました（２０１５年からの累計は1,921,643㎥）。
・２０２０年度は、37,257㎥搬入しています（４月１１日現在）。

双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。

　３月２３日に福島県、双葉町及び大熊町等の委員からなる中間貯蔵施設環境安全委員会（第１７回）が
開催され、工事や輸送の状況等について報告しました。
　引き続き安全確保に努めて中間貯蔵施設事業に取り組んでまいります。

放火の傾向から対策を学びましょう！放火の傾向から対策を学びましょう！放火の傾向から対策を学びましょう！
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敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

及
おいかわ

川　深
み こ

心 2月 26日 泰良・莉穂 長塚一

木
こ わ た

幡妃
ひ な の

奈乃 3月　6日 　彬　・亜衣 長塚一

石
いしざわ

澤　　舞
まい

　 3 月 14日 守　・　愛 石　熊

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

渡部チヱ子 ９４ 2月 25日 新　山

丹野　紋子 ８８ 2月 28日 郡　山

大沼機惠子 ７８ 2月 27日 長塚二

守家たけの １０３ 3月 12日 鴻　草

眞柄　　正　 １０４ 3月 18日 下　条

新工　昭雄 ７７ 3月 21日 下　条

人のうごき３月分
【
文
芸
】

　
　

・
西
線
の　

窓
越
し　

磐ば
ん
だ
い梯　

雪
帽
も

あ
と
少
し
な
り　

夏
は
す
ぐ
そ
こ

短 

歌

　
　

・
五
月
晴
れ　

幟の
ぼ

り
は
た
め
く　

庭
先
で

孫
の
手
を
引
く　

ぢ
ー
ぢ
と
ば
ー
ば

俳 

句

　
　

・
蕗ふ

き

の
と
う　

天
ぷ
ら
旨う

ま

し　

夕ゆ

う

げ餉
膳ぜ

ん

川 

柳

　
　

・
鏡
田
が　

青
田
と
な
り
て　

緑か

ぜ風
か
ほ
る

　
　

・
河
川
敷　

心
な
ご
ま
す　

猫
柳

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

　

地
球
温
暖
化
を
巡
り
世
界
中
で
議
論
が
盛

り
上
が
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
抑
制
な
ど
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
が
植
物
の
生
育
に

は
不
可
欠
で
あ
り
、「
緑
豊
か
な
風
景
を
維

持
す
る
」
た
め
に
は
極
め
て
重
要
な
存
在
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
客
観
的
視
点
で
の
検
討

が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
」
を
重
点
に
開
発
を
進
め
る
こ
と
で
、
こ

の
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、「
Ｅ
Ｕ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
連

合
）」
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
世
界
有
数
の

海
洋
国
家
で
あ
る
我
が
国
は
、「
洋
上
風
力

発
電
」
の
開
発
に
取
り
組
み
実
績
を
あ
げ
る

こ
と
で
、
わ
が
国
の
消
費
電
力
量
の
50
％
の

確
保
も
夢
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
出
力
変
動
」
の
大
き
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
電
力
会
社
の
送
電
網
へ
の
接
続
す
る
た

め
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
力
」
を
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
こ
と
で
、
電
力
会
社
の
送
電
網
へ
の

接
続
も
可
能
と
な
る
の
で
す
。
そ
れ
は
「
５

Ｇ
」
時
代
の
到
来
で
実
現
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
こ
そ
、
世
界
有
数
の
海
洋

国
家
で
あ
る
我
が
国
に
与
え
ら
れ
た
大
き
な

権
益
で
あ
り
夢
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
「
パ
リ
協
定
」
参
加
国
と
し
て
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
有
効
活
用
こ
そ
「
気
候

変
動
」
を
抑
え
る
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る

こ
と
を
世
界
に
発
信
し
、
一
日
も
早
く
実
現

さ
れ
ま
す
よ
う
に
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年
４
月　

古
室　

仁
（
浜
野
）

【
随
想
】 

気
候
変
動
へ
の
対
策
を

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の

名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

（令和２年３月３１日現在） ・福島県内に避難されている方 4,031人
2,799人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。

避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ広報紙の発送について広報紙の発送について
　避難先を移動された方は「避難住民届」を提出
してください。

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき
１部送付しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同
居するようになった場合など、広報紙の発送に関
することは下記までご連絡ください。

※ 移動先の届出がないと、町からの広報紙、各種
通知などの郵便物が届かなくなりますのでご注
意ください。

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

避難先を移動された方へ広報紙の発送について
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全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします



双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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「
長
男
が
家
を
と
る
」
と
い
う
常
識

　

現
在
で
も
、
少
な
か
ら
ず
「
家
を
継
ぐ
の
は
長

男
や
長
女
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
私
が

10
代
を
迎
え
た
昭
和
50
〜
60
年
代
の
頃
、
都
会
を

中
心
に
、
個
性
を
尊
重
す
る
時
代
と
い
う
風
潮
が

強
ま
っ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
双
葉
町
を
含
め
東

北
地
方
の
農
村
部
で
は
、
長
男
は
地
元
に
残
る
と

い
う
考
え
方
が
主
流
で
し
た
。

　

中
学
生
の
頃
、
得
意
な
数
学
を
生
か
し
て
将
来

は
測
量
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
、
土
木
科
が

あ
っ
た
双
葉
農
業
高
校（
現
在
の
双
葉
翔
陽
高
校
・

休
校
中
）
に
進
み
ま
し
た
。
卒
業
後
は
測
量
士
の

資
格
取
得
を
目
指
し
、
親
元
を
離
れ
て
専
門
学
校

に
通
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
許

さ
れ
ず
、
地
元
で
の
就
職
と
な
り
ま
し
た
。

就
職
で
得
ら
れ
た
経
験

　

希
望
通
り
の
進
路
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
長

男
と
し
て
地
元
に
残
る
の
が
当
然
と
い
う
常
識
を

受
け
止
め
、
双
葉
町
内
で
建
築
・
建
設
資
材
な
ど

を
扱
う
金
物
店
に
就
職
し
ま
し
た
。
業
界
に
関
す

る
知
識
な
ど
な
い
ま
ま
、
営
業
と
し
て
メ
ー
カ
ー

ご
と
の
分
厚
い
カ
タ
ロ
グ
を
携
え
客
周
り
を
行
う

日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

お
客
様
の
多
く
は
、
大
工
さ
ん
や
建
築
・
建
設

会
社
の
技
術
者
た
ち
で
、
商
品
名
は
通
称
・
俗
称
、

規
格
は
寸
・
尺
で
、
納
期
が
厳
し
い
こ
と
も
多
く
、

仕
事
を
始
め
て
し
ば
ら
く
は
、
お
叱
り
の
連
続
で

し
た
が
、
何
事
も
勉
強
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
、

少
し
ず
つ
皆
さ
ま
か
ら
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
入
社
か
ら
約
10

年
が
経
っ
た
頃
、
お
客
様
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い

て
、
原
発
関
係
の
会
社
に
移
り
ま
し
た
。

故
郷
を
守
る
た
め
に

　

転
職
時
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
せ
る
と
希

望
し
て
い
た
工
事
関
係
で
は
な
く
、
水
処
理
部
門

で
の
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
在
職
期
間
の

う
ち
３
分
の
１
に
あ
た
る
約
９
年
間
、
原
発
事
故

の
収
束
作
業
に
携
わ
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
数
週
間
の
県
外
避
難
を
経
て
、
事
故
発

生
の
翌
月
か
ら
勤
務
に
戻
り
ま
し
た
が
、
故
郷
を

守
り
た
い
と
い
う
一
心
で
仕
事
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
主
に
汚
染
水
の
浄
化
に
携
わ
り
ま
し

た
が
、
未
曾
有
の
事
態
へ
の
対
応
で
緊
張
の
連
続

の
日
々
を
経
て
、
今
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
定
年

退
職
を
迎
え
ま
し
た
。

懐
か
し
い
思
い
を
胸
に

　

高
校
を
卒
業
す
る
頃
ま
で
、
遊
び
道
具
は
「
故

郷
の
豊
か
な
自
然
」
で
、
海
や
川
で
の
釣
り
や
、

夏
は
海
水
浴
を
楽
し
む
毎
日
で
し
た
。
故
郷
の
姿

は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

立
入
り
規
制
緩
和
さ
れ
た
双
葉
町
内
に
足
を
向
け

た
り
、
私
と
同
じ
よ
う
に
定
年
を
迎
え
た
仲
間
達

と
交
流
す
る
時
間
を
持
つ
な
ど
故
郷
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
健
康
に
留
意
し
た
「
第
二
の

青
春
」
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（新山）

樋渡  義浩さん

ひわたし        よしひろ
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－ 
編
集
後
記 

－

３月２３日、ふたば幼稚園で行われた令和
元年度修了証書授与式で、さくら組さん（修
了児）の笑顔です。

　

３
月
23
日
に
、
双
葉
南
・
北
小
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
卒
業
生
と
在
校
生
代
表
の
み
の
出
席
で
し
た
が
、
在
校
生
か
ら
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
は
突
然
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
驚
き
つ
つ
、
贈
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
在
校
生
の
心
か
ら
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
卒
業
生
の

こ
ぼ
れ
る
笑
顔
に
、
在
校
生
と
卒
業
生
の
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
月
号
の
表
紙
は
、
４
月
６
日
に
町
立
学
校
仮
設
校
舎
体
育
館
で
行
わ

れ
た
令
和
２
年
度
双
葉
南
・
北
小
学
校
、
双
葉
中
学
校
の
合
同
入
学
式
の

様
子
で
す
。
新
入
生
は
や
や
緊
張
し
た
様
子
で
、
新
入
生
呼
名
や
教
科
書

並
び
に
祝
品
授
与
な
ど
に
臨
み
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
に
毎
朝
起
床
し
て
か
ら
体
温

を
測
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
体
調
が
優
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
体
温
を
測
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
毎
朝
自
分
の
体
温
を
把
握
し
て
か
ら
出
勤
す
る
習
慣
は

他
の
感
染
症
の
予
防
対
策
に
も
な
る
の
で
、今
後
も
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

町立学校のＡＬＴ、アンソニー・バラード先生とフィリップ・ジェリーマン先生の写真館です。双葉
町の懐かしい写真などを展示しています。

　

ア
ン
ソ
ニ
ー
先
生　

　
　
【 

巨
大
ダ
ル
マ
と
ダ
ル
マ
神
輿 

】

（
２
０
１
６
年
12
月
14
日
撮
影
）アンソニー先生　【 お地蔵さま 】（２０１６年１２月１４日撮影）
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ふたば写真館ふたば写真館 （ＡＬＴ … 外国語指導助手）（ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～ふたば写真館ふたば写真館ふたば写真館 （ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～


